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特別授業「プラスチック資源循環の現状と課題」を開催します 
 
県では、プラスチックに係る資源循環の促進と脱炭素社会の実現に向け、植物由来のバイオマスプラス

チック等を原料とした環境配慮型プラスチック容器の普及促進に取り組んでいます。 

この一環として、県立大垣桜高等学校において、プラスチックの専門家を講師に迎え、環境に配慮したプ

ラスチックについて学ぶ特別授業を開催しますのでお知らせします。 

 

記 

１ 日時 

  令和７年５月２６日（月） １３：３０～１５：２０ 

   

２ 場所 

  県立大垣桜高等学校（大垣市墨俣町上宿４６５－１） 

 

３ 内容 

  タイトル：「プラスチック資源循環の現状と課題」 

講  師： リスパック株式会社 営業本部バイオ営業部 営業課長 田口
たぐち

 雅也
まさや

 氏 

 対  象：食物科の学生等 約４０人 

 

４ 目的 

食物科では、調理実習で環境配慮型プラスチック容器を使用する予定であり、ＳＤＧｓ目標１２の「つ

くる責任 つかう責任」の視点から、環境にやさしいプラスチックの現状を説明し、消費者としてどの

ように行動するべきか考える機会としていただきます。 

 

５ その他 

  取材いただける場合は、事前に廃棄物対策課へご連絡ください。  
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＜参考＞ 

同校食物科が調理実習で使用予定の容器で植物を

原料にしたバイオマスが約８０％配合されたプラ

スチックで作られています 

盛り付けはイメージ 


